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第
41
回
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
「
新

原
・
奴
山
古
墳
群
を
含
む『
神
宿
る
島
』宗
像
・

沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
が
、
８
つ
の
推
薦
資

産
全
て
を
含
み
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
登
録
へ
向
け
た
活
動
は
15
年
。
沖
ノ
島
だ

け
で
な
く
、
そ
の
関
連
遺
産
群
ま
で
含
め
た

登
録
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
多
く
の
か
た
が
た

の
国
を
あ
げ
て
の
地
道
な
活
動
、
地
元
の
強
い

熱
意
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

新
原
・
奴
山
古
墳
群
の

新
た
な
価
値
を
未
来
へ

九州大学名誉教授
前  「津屋崎古墳群」整備指導委員長

西谷  正 先生

　
福
津
市
に
住
む
子
ど
も
た
ち
が
、

学
校
の
郷
土
学
習
な
ど
に
お
い
て
、

わ
が
ま
ち
の
世
界
遺
産
を
知
り
、
現

地
で
親
し
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

学
び
楽
し
む
こ
と
が
大
事
で
す
。「
新

原
・
奴
山
古
墳
群
」
を
専
門
家
や
一

部
の
愛
好
家
だ
け
の
問
題
に
せ
ず
、

福
津
市
全
体
で
ふ
る
さ
と
を
知
っ
た

上
で
大
切
に
守
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
一

時
の
盛
り
上
が
り
で
終
わ
る
こ
と
な

く
、
想
い
が
継
続
さ
れ
て
次
の
世
代

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
の
あ
る
ま
ち

福
津
市
の
役
割

Hi s t o r y

福
津
市
に
残
る

貴
重
な
文
化
財
か
ら

福
津
の
長
い

歴
史
を
知
る

授
業
で
初
め
て
古
墳
を
見
て

大
き
く
て
驚
き
ま
し
た
。

自
分
の
市
に
世
界
遺
産
が
あ
っ
て

歴
史
が
あ
る
ま
ち
な
ん
だ
な
と

う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

「神宿る島」宗像・沖ノ島と
関連遺産群の構成資産として

世界遺産登録

い
さ
ば
会

有
吉
敏
高
さ
ん

世界遺産登録となった日の喜びを忘れ
ることはできません。この地を郷土の
誇りとして、我 は々ずっと先の年代まで
美しく守っていく使命があります。偉大
な歴史の価値を無駄にせず 1500 年
もの間守り継いできた地元の人たちの
想いを全国に発信していきたいですね。

世界に誇る 福津の歴史
この壮大

な歴史の
価値を

活かせる
か！？

世界遺産楽習帳

新
原
・
奴
山
古
墳
群
の

世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値

　
イ
コ
モ
ス
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会

議
）
の
現
地
調
査
に
お
い
て
、
沖
ノ

島
は
「
古
代
祭
祀
の
考
古
記
録
を

保
存
す
る
類
ま
れ
な
宝
庫
で
あ
る
」

と
い
う
表
現
で
絶
賛
さ
れ
ま
し
た
。

「
新
原
・
奴
山
古
墳
群
」
は
、古
事
記
・

日
本
書
紀
に
記
録
さ
れ
て
い
る
、
沖

ノ
島
で
古
代
祭
祀
を
実
際
に
執
り

行
っ
た
「
宗
像
君
」（
現
在
で
い
う
福

津
市
と
宗
像
市
を
合
わ
せ
て
統
括
し

て
い
た
長
）
の
存
在
を
裏
付
け
る
遺

跡
と
し
て
大
変
貴
重
な
価
値
を
有
し

て
い
ま
す
。
当
時
、
玄
界
灘
を
船
で

往
来
し
て
い
た
日
本
の
航
海
と
外
交

の
無
事
を
祈
っ
て
、
行
く
の
も
困
難

な
沖
ノ
島
で
祀
り
を
捧
げ
た
古
代
祭

祀
の
実
態
を
通
じ
て
、
東
ア
ジ
ア
の

国
際
交
流
の
様
子
ま
で
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
世
界
的
に
稀
に
見
る
遺

産
で
あ
り
、
そ
れ
を
立
証
す
る
関
連

遺
産
群
を
含
め
て一つ
の
世
界
遺
産
が

成
り
立
って
い
ま
す
。

ま
つ

ま
れ
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指定登録文化財

PICK UP

PICK UP

世界遺産登録へのあゆみ
■平成 17(2005) 年 3 月
新原・奴山古墳群を含む津屋崎古墳
群が国指定史跡となる
■平成 20(2008) 年 3 月
『国指定史跡 津屋崎古墳群 整備基本
構想』(市計画 )
■平成 21(2009) 年 1 月
ユネスコ世界遺産暫定リストに記載
される
■平成 28(2016) 年 1 月
日本政府がユネスコ世界遺産セン
ターへ登録推薦書を提出
■平成 28(2016) 年 3 月
『国指定史跡 津屋崎古墳群 整備基本
計画に関する再検討 - 新原・奴山古
墳群の整備計画 -』( 市計画 )
■平成 29(2017) 年 7 月
第 41回世界遺産委員会（ポーラン
ド・クラクフ）にて世界遺産登録が
決定

❶恋の浦海岸
❷在自西ノ後　墨書磁器
❸赤御堂板碑
❹波折神社の銀杏

小学校で世界遺産を学ぶ

佐藤錬介さん
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